プログラミングの世界に関わって by 蘆田, 昇
プログラミングの世界に関わって 
総合情報処理副センター長 
電子情報工学科 蘆田 昇 
 




グラム開発に COBOL と PL/I、教員の研究支援に Fortran、システムプログラムの開発にアセンブリ言
語といくつかのプログラミング言語に関わってきた。今では、COBOL でプログラムを記述できる人材
を探すのが難しくなったと言われているし、PL/I は絶滅し、古くからある Fortan はまだまだ生き残っ
ている。 
 




は、Pascal からシステム開発にも制御プログラムの開発にも使われるという C 言語に代わった。C 言
語に移ってから相当の月日が過ぎ、Pascal は目にすることさえなくなった。Pascal がどんな言語だっ
たか図１にて紹介しよう。ここでは、1 から 100 までの整数の和を求めるプログラム例を示している。
























 for i:=1 to n do begin 







 int i,sum; 
 sum=0; 
 for (i=1; i<=100; ++i) { 
      sum=sum+i; 
 } 
 printf("sum=%5d¥n",sum); 
 return 0; 
}
か 2 人の参加で始まったが、第 2 回からは毎回７～12 人の参加があり、好評を得てきたと思っている。
土日の 2日間で合わせて 6時間(平成 21年度の開催を除く)ほどをかけてのプログラミングの講座である
が、参加者みんなが熱心に、興味をもって取り組んでくれているのはうれしいかぎりだ。表 1 に過去 6
回の講座の参加者数、表 2 には平成 25 年度「はじめてのかんたんプログラミング」の講座内容を示す。 
 
表 1 プログラミング講座の参加者数 
開催年月日 講座名 参加者数
(人) 
H20.8.28.3 小学生のための初めてのプログラミング ２ 
H21.10.10 初めての簡単プログラミング ７ 
H22.8.21-22 同 上 １０ 
H23.9.10-11 同 上 ７ 
H24.9.1-2 同 上 ８ 
H 25.8.31-9.1 はじめてのかんたんプログラミング １２ 
 













































































に関連する過去 3 年間の卒業研究テーマを紹介する。 
 
表 3 過去 3 年間の卒業研究テーマ 
年度 卒業研究テーマ 
平成 23 年度 早期プログラミング教育のためのプログラミング環境の構築 
早期プログラミング教育のためのプログラミング体験法の構築 
早期プログラミング学習における最適な言語と学習方法の研究 
同 24 年度 早期情報教育のための教材 iT-eBlocks の開発 
タッチ操作インタフェースを活かした学習環境「ゆびす(Ubith)」の試作 
ゲーム攻略型プログラミング学習教材「めいぷろ」の試作 























ログラミング用の講義ノートを JavaScript 教材に書き換える準備作業を始めている。 
 
 
 
